






































































区　　　　　分 1975年1980年 1985年 1990年1995年2000年2005年 2010年
世帯数 60，001 65，972 69，7764，758 82，03788，375 89，266 97，224
総人口 205，180 212，1822 7，601 220，764 225，7999 033 227，627243，037
1世帯当たり人口 3．37 3．17 3．06 291 2．71 2．57 2．55 2．50
0～4歳 17，316 14，8921 ，759 11，695 11，710lL89811，147 11，105
5～9歳 15β75 16，965 14，647 12，463 11，550 11，169ll，226 11，434
10～14歳 14，141 15，165 16，608 14，33912，203 11，173 10，795 11，630
15～19歳 13，185 14，246 15，58017，093 14，77412，721 11，527 12，405
20～24歳 14，198 13，06714，300 15，241 17，434 14，69312，421 11，837
25～29歳 18，305 15，249 13，906 14，85016，695 18，711 1535313，367
30～34歳 16，399 18，36115，181 13，949 15，329 17，264 18，4196234
35～39歳 14，827 16，082 18，043 14，97213，898 14，97416，415 19，246
40～44歳 15，306 14，436 15，70917，700 14，78013，664 14，439 17，009
45～49歳 14，819 14，681 14，134 15，383 17，451 14，400 13，17314，986
50～54歳 12，257 14，255 14，365 13，72015，045 17，009 13，890 13，711
55～59歳 9，659 11，801 13，938 13，943 13，426 14，668 16，371 14，566
60～64歳 9303 9，185 11，361 13，4491354513ρ66 1421117，221
65～69歳 7，691 8，589 8，631 10，783 12，718 12，838 12，454 14，794
70～74歳 6，183 6，7407，694 7，8899，891 11，800 12，031 12，702
75～79歳 3，723 4，903 5，604 6，5386，804 8，716 10，488 11，769
80～84歳 1，698 2，497 3，411 4，173 5，013 5，386 7，1909，397
85～89歳 637 841 1368 1，959 2，555 3250 3，862 5，669
90～94歳 124 198 325 545 8261，224 1，7152，255
95～99歳 12 23 36 71 138 255 429 669
100歳以上 一 1 1 3 9 18 48 97
不詳 22 5 一 6 5 136 23 934
老年人口（65歳以上） 20，068 23，79227ρ70 31，961 37，954 43，487 48，240 58，286
































一般世帯数 97，130 64，2195L828 1239132124（33．1％） 787
一般世帯人員 237，630 203，534 147，42656，108 32，124 1，958
65歳以上の世帯員のいる
世帯数 37，122（38％）29，315 18，463 10，8527，647（20．6％） 160
世帯人員 10072692，562 43，113 49，449 7，647 517
65歳以上の世帯人員 54，479 46，59230381 16，211 7，647 240
75歳以上の世帯員のいる
世帯数 2，1360（219％）16，824 8，722 8，1024，447（20．8％） 89
世帯人員 60，13555，365 19，554 35，811 4447 323
75歳以上の世帯人員 27，40822，852 12，748 10，104 4447 109
85歳以上の世帯員のいる
世帯数 6，624（6．8％） 5，423 1，866 3，5571，170（17．7％） 31
世帯人員 2α22318，929 4ρ79 14β50 1，170 124









































神社 その他 葬儀業者 合計
1990 10 36 62 1 6 0 115
1991 5 35 49 6 3 1 99
1995 2 38 49 2 4 5 100
1996 4 33 48 3 1 20 109
2012 1 0 9 0 0 94 104

















































































年次 総 数 0～910～1920～2930～39 40～4950～59 60～6970～7980歳～ 不明
9 1，473 9 （3） 3 18 20 52 87 239 314731 一
10 L469（8） 20（8） 3 16 16 45 108 216 352 693 一
11 1，524（6） 13（6） 5 17 20 40 95 225 375 734 一
12 1，528（8） 13（8） 2 15 13 36 122 213 409 705 一
13 1，572（6） 12（6） 2 19 17 44 96 213 406763 一
14 1，600（0） 4 （0） 2 9 24 44 107 177429 804 一
15 1，653（9） 17（9） 4 10 21 26 125 192 419 839 一
16 1，689（1） 10（1） 3 11 11 46 109 191 426 882 一
17 1，936（3） 5 （3） 8 10 27 50 101 212 4601063 一
18 1，877 7 5 11 18 36 94 175 455 1076 一
19 1，960（1） 5 （1） 5 15 18 37 108 204 4321136 一
20 2ρ18（1） 4 （1） 7 8 22 39 94 224 4241196 一
21 1，990（5） 6 （5） 7 11 12 43 79 200 393 1239 一































































































































































































年齢 相談 檀家？ 搬送 預り 葬儀形式 葬儀社の関与 通夜場所 通夜参列数 葬儀場所 葬儀参列者
1 12月30日1月4日 M，1




? 67 ? 檀家 病院→寺 5日 寺葬 なし
?
0 寺・座敷 2
3 1月2日 1月4日 F．0
? 100 ? 檀家外 病院→寺 3日 通夜・密葬 一
? ? 20 寺・本堂 30
4 1月3日 1月6日 S．U
? 88 ? 檀家 病院→自宅 なし 一般葬 一
?
自宅 30 寺・ホール 100
5 1月5日 1月8日 K．0
? 83 ? 檀家外 病院→寺 4日 一般葬 一
? ? 20 寺・ホール 60
6 1月9日 1月11日H。F




? 42 なし 檀家外 自宅 なし 家族葬 なし 自宅 3 自宅 3
8 1月10日 1月12日M，S
? 88 なし 檀家 病院→自宅 なし 一般葬 一
?
自宅 20 寺・ホール 90
9 1月10日 1月13日 1．K
? 88 ? 檀家 施設→寺 4日 家族葬 一
? ? 20 寺・ホール 40
10 1月14日 1月17日K．K
? 78 ? 檀家外 病院→自宅 なし 一般葬 一
?
自宅 15 寺・ホール 100
11 1月17日 1月21日Y．A
? 78 ? 檀家外 葬儀社 なし 一般葬 全面 自宅 25 葬儀社斎場 80
12 1月20日 1月23日H．1
? 88 なし 檀家 病院→自宅→寺 1日 一般葬 一
? ? ?
寺・ホール 40
13 1月21日 1月23日 S．T
? 95 ? 檀家外 施設→寺 2日 家族葬 なし
?
8 寺・座敷 8
（高橋卓志「寺が「創る」葬式」『SOGI』Nol33から）
外なのである。これを年間でみると，2010年の全48件の葬儀i中25件が檀家外だったというから，
この1月だけが例外的に檀家外が多いわけではない。葬儀の形態では，家族葬が5件，一般葬が6件，
それ以外が2件となり，家族葬が多くなっていることがうかがえる。
　神宮寺では，死に逝く本人と家族と寺とが共働して葬儀を作り上げる，というコンセプトに基づ
いた葬儀準備用の冊子『あなたが旅立つ日のために』を，檀信徒全家庭に配布している。その中の，
葬式に至る手順を追っての説明の部分での，「旅立ちのとき」という項では，以下のような説明を
している。
　●まず神宮寺に電話を……納得のお葬式はここから始まります
　あなたに「旅立ち」が訪れたとき，あなたを看取った家族が，最初に電話をかける先は葬儀社で
　はなく，神宮寺です。その電話から「あなたらしいお別れ」が始まるのです。無駄が省かれた，
　実質的で，納得できるあなたのお葬式が始まるのです。ご家族には，搬送方法，当面の動きなど
　をお教えしたうえで，搬送車の手配をします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　電話受け付けは24時間。真夜中の電話もOKです。
　とにかく，いつでも何かあったら寺に一報してもらえば，寺と遺族とが相談しながら互いに協力
して，故人にふさわしい葬儀を作ろうというのである。高橋氏は，「カバンに衣を詰め，葬儀社ホー
ルに出向き，短時間，しつらえられた豪華な祭壇に向かってお経を読むだけでことたりるという，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll）現行葬儀の多くが陥ったものの対極を作ろう，と考えた」のだという。
　先の表に戻ろう。死後の搬送先を神宮寺とし，通夜の場所から神宮寺を選んだのは8件で，60％
を超えているが，ここ数年は通夜から行う葬儀が60％を超えているので例年通りだという。葬儀
参列者は多いものもあるが全体的に少なく，年々縮小傾向にあるという。
　こうしてみると，家族葬の増加・規模の縮小化・自宅外での通夜の増加など，神宮寺で行われる
葬儀も世の中全体の傾向を示している。異なるのは，神宮寺の葬儀の多くが寺の座敷やホールを会
場としている点である。
　高橋氏は自身が僧でありながら，現在の仏教界のありかたについて，著書で痛烈に批判し，次の
ように述べている。
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　　　日本の伝統仏教が「葬式仏教」と椰楡される風潮は，坊さんが葬式しかしない，あるいは人々
　　の悲しみに便乗した儀式によって利益を得ている，ということへのからかいや批判から生まれ
　　ている。最近まで，葬式仏教においては執行主体が地域や坊さんにあり，故人との別れを坊さ
　　んが儀式にのっとって導くことに地域は同調し，協力していた。しかし，葬儀社主導の現状は，
　　その「葬式仏教」までも坊さんから取り上げてしまうかの勢いだ。つまり「葬式も満足に勤め
　　ることができない坊さん」が出現しているのである。しかも町の中に増え続ける葬儀ホールは，
　　寺の存在意義を失わせてしまっている。何のための本堂なのか，何のための境内地なのか，何
　　　　　　　　　　　　（12）　　のための宗教的施設なのか。
　では神宮寺で行われた葬儀は，具体的にどのようなものか次に略記する。筆者が見させていただ
いたのは，88歳で亡くなった檀家の女性のものであった。会場は，神宮寺観音堂である。小さな
体育館ほどもあるホールの正面に観音が祀られているので観音堂なのだが，音響・照明・映像の
施設が完備しているホールである。葬儀受付で，「○○さん　葬儀式・お別れ式次第⊥その横に戒
名が書かれ，めくると般若心経が記載され，裏面に葬儀式とお別れ会の次第が記された冊子が渡さ
れる。会葬者は25名ほどである。正面のステージには花で作られた祭壇が飾られている。他の会
場ならば供花として供えられる花代を含めて祭壇が作られるので，喪主の負担は軽減されるのだと
いう。葬儀式では，山口百恵の「さよならの向こう側」をBGMに，高橋氏が作った故人のプロ
フィールを示す映像が祭壇の上に映写され，これも高橋氏が故人や遺族から聞き取って作った，故
人の生きざまの中核となるような文章が映写・朗読され，会葬者は式の中に引きこまれる。続いて
導師入堂があり戒名が授与された。仏教に基づく儀式については，その意味が丁寧に説明される。
次に会葬者で般若心経を唱和した後，引導が渡された。最後に，ピアノ曲をバックに観音経が読経
された。これで儀式は終わり，お別れ会に移った。戒名に込めた思いや遺族に贈る言葉を高橋氏が
語り，お別れの言葉を親族の方が述べた。次に弔電が読まれ，「花」をBGMに全員でお焼香。初
七日忌をして喪主が会葬者と寺にお礼の言葉を述べ，お別れ会は終わった。続いて会場の後ろ側が
パーテーションで仕切ってあり，そちらに場所をかえて精進落しとなった。
　葬儀式，お別れ会ともに，一方的に仏教の論理により故人を冥途に送るという寺主体の儀式では
なく，音楽や映像の間にさりげなく仏
教を配置して故人の人柄をしのび，お
別れの時間を共有するという雰囲気の
ものであった。ピアノ曲と観音経のコ
ラボレーションは耳に心地よいもので
あったが，お経にありがたみを感じた
い人々にとっては，違和感を感ずるも
のであったかもしれない。そうはいっ
ても，喪主は通夜からはじまって親身
になって対応し，ふさわしい葬儀の形
式を提案してくれたと，寺に感謝して
いた。 写真1　神宮寺葬儀
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［「儀礼」から「お別れ会」へ］・…・・福澤昭司
（3）葬儀社の対応
　急速に変化する葬儀という市場に対して，業者はどのように対応しているか。JETROの，「日
本の葬祭業の動向」に関するレポートでは，「葬祭業者が現在行っている主要な営業戦略には，顧
客の（事前の）囲い込みや，葬儀などに関するセミナー，研修会などがあげられる。この手法は，
冠婚葬祭互助会が過去に顧客の囲い込みやセミナーの開催などによって互助会員とのコミュニケー
ションを図ることにより，葬祭業市場で大きくシェア拡大したことにより定着したものである。葬
祭業は不特定多数のユーザーよりも地域の特定ユーザーとより深く接する，いわゆる「地域密着型」
の産業としての性格が強く，限られたユーザーへの細かいサービスを行うことによって，事前に顧
客を囲い込み，そして良質なサービスの提供によってロコミでさらにユーザーを拡大する，という
　　　　　　　　　（13）営業手法が効果的である」と述べている。この分析が実際のところどうなのか，松本近辺で見てみ
よう。
　松本市周辺の中信地方にいくつものホールを展開するH社は，昭和51年に冠婚葬祭の互助会と
して設立された。当初は婚礼を主体としていたが，16，7年前から葬儀に力を入れ始め，1996年に
葬儀専用のホールを松本市内にオープンさせた。それまでは，公民館や寺でおこなう葬儀に，料理
やお返し物，必要なら人手などを提供していたが，当時は近隣…の手伝いの人が大勢いた。ところが，
だんだん組長が葬儀委員長を務めなくなったり，葬式の手伝いに出る人も少なくなったりして，葬
家の負担が増大していった。そんな中，都市では葬儀社の専用ホールを使うことが一般的になるの
をみて，葬儀専用ホールの建設を進めたのだという。それが今では大町市から塩尻市まで，葬儀場
だけで9施設をもつほどに拡大した。しかし，業種が業種だけに新たに施設を建設するについては，
周辺の理解を得ることが難しい。死生観が変わったとかいわれているが，縁起でもないという人々
の思いは，なかなか払拭できるものではないのである。
　塩尻市の，「市街地活性化特別委員会会議録」がインターネットに公開されているが，平成21年
8月26日に開催された委員会で，市中心部の大型スーパーが撤退した跡地に，H社が葬祭施設の
建設を計画していることについて，次のような話し合いがなされた記録がある。
　委員　店そのものが云々というよりも，地元の人たちが，仮に，望まない施設があそこにできた
　としたら，それはまちづくりにとってマイナスだと思うのです。その辺の住民の皆さんの温度差
　というのは，まだまだはっきりしない部分があって，その辺がどうしようもないものであれば，
　行政としても住民の皆さんとまちづくりについてしっかり納得のいくような説明だとか，話し合
　いだとか，そういう機会をもっても良いのではないかなというふうに思いますけれど，いかがで
　すか。
　経済事業部長　反対をする署名をやっていることにつきましても，具体的に，なんと言いますか，
　私たちにも間接的に情報が入っただけでございまして，地元の区長さんなり，反対の署名をやっ
　ている方たちから，私たちのほうに相談，事前相談とか，そういうことが一切ない状態でござい
　ますので，今どのような状態でやっているのかという把握はできておりません。ただ，今おっしゃ
　いましたように，住民の相当数の方がそういうことに，もし，本当に反対であるとか，そういう
　ような意志がまとまってきた段階では，行政の，まちづくりをつかさどる部署としては，そうい
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　う機会を設けることについて検討はしていかなければいけないなという気持ちはしております。
　委員長　この件について，私も地元の議員ということで，私の承知をしている限りの話ですが，
　正式に区の役員から来たとかということでなくしての話ですが，8月12日に，8月5日に区長の
　ほうから役員会の招集があって，役員会の招集を受けて12日に組長会議を開いたと。七区とい
　うのは，御存知のように1，300戸余ある大きな区ですが，集まった組長が25人くらいと少なかっ
　たという話を聞いております。それで，では賛成，反対，署名運動に対する取り組みの濃淡はど
　うかというと，やはり，そこの近辺，周囲の人は10人が10人反対だと。少し，こっちへ行くと，
　ううんとなってきて，またずうっと離れると，中には，選択肢が広がっていいのではないかとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）　うような形で，総体全部がまとまったという状況ではない。（以下略）
　9月2日，この件について新聞が，区としては葬祭場ができるならば，「活性化につながるか疑問だ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）とし，「幅広い市民が使え，地域が明るくなるような施設」にと望んでいると報じた。同日には企
業側が住民説明会を開催した。10月10日の新聞記事によれば，企業側からは，葬祭を主に多目的
に使えるセレモニーセンターを建設したいとの考えが示された。一方地元住民からは，「市内にこ
れ以上葬儀場が必要あるのか」「何もこの場所でなくても」と疑問の声と，「近隣住民に喜ばれる業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）態に代えるよう検討を」という要望がでたという。その後何回かの説明会を経て，翌年1月には施
設は完成して見学会を開いている。
　H社では地元の要望も入れ，地域の人が集まれるように敷地内にレストランを併設した。また，
月に1度は駐車場を使って地元の農家の人たちが農産物を販売する朝市を開催している。朝市では
施設を開放し，集まった人たちをお茶などで接待し，地元に溶け込む努力を続けている。しかし，
この件について近隣の方の口は重い。できてしまったから何を言っても仕方ないが，納得している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）わけではないという。新聞では，「死をタブー視してきた価値観は変わりつつある」と報じるが，
死へのケガレ観は簡単に消えるものではない。
　H社の事業拡大の歴史は，葬儀が自宅・寺・公民館などから葬儀社で行われるようになった変化
をそのまま示すものである。そんなH社の営業課長は，最近の気になる傾向として直葬の増加をあ
げた。以前は月に1～2件ほどしかなかった直葬が，今は月に5～6件は普通に行われるようになっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）たという。人は亡くなってから24時間経過しないと，火葬や埋葬をすることができない。ところ
が病院は亡くなってしまえばそんなに長時間置いてくれないので，家や業者などの施設へ遺体を搬
送して安置し納棺しなければならない。直葬というのは，遺族が自分で埋葬手続きをしてきて，24
時間経過すると葬式はしないで火葬場へ直送して火葬し，終わりとするものである。葬儀社は，遺
体が一旦自宅に帰る場合には病院から自宅へと，自宅から火葬場へとの遺体の搬送を請け負う。遺
体が自宅に帰らない場合には，病院から葬儀社の安置場所までの遺体の搬送，遺体の安置，安置場
所から火葬場までの遺体の搬送を請け負う。直葬の場合でも葬儀社の担当者は，亡くなったことを
知らせる人はいないかと当事者に確認するが，ほとんどの場合通知する人はいないといわれ，火葬
場で立ち会うのは数人だけだという。また，菩提寺があれば連絡したほうがいいとも確認するが，
だいたいは断られる。それでも，業者と寺との関係が悪くなっても困るので，檀家のこういう人が
亡くなったという連絡だけは，寺に入れておくという。寺に黙って火葬した場合，納骨で寺との間
のトラブルとなる。営業課長が聞いた話では，寺に連絡せずに夜中にこっそりと納骨したという例
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があったという。
　葬儀社にとって，直葬が増えること
は死活問題である。遺体を安置してか
らいきなり火葬にして終わりでは，会
社がサービスを提供する場面が少な
い。また，葬儀用の広いホールを建設
しても，稼働率があまりに低くては維
持できないだろう。かといって，利用
者の意志を葬儀社が止めることはでき
ない。そこでH社では，施設ごとに月
に1回程度の葬祭セミナーを開催し，　　　　　　　　　写真2　家族葬広告
エンディングノートの書き方を教えたり，悩みの相談に応じたりしている。セミナー参加者の内か
ら，ユーザーの囲い込みを図っているのだろう。また，営業課長は寺の住職の集まりに招かれ，増
加する直葬について話したりするという。寺から檀信徒に向けて葬式をおこなう意味について話し
てもらうことが，利用者への直接的アプローチとして効果的だからだろう。葬儀をおこなうという
点では，寺と葬儀社は利害が一致しているのである。
　また，一般化しつつある家族葬については，少人数でコストが安い葬式を家族葬と呼ぶのだとい
う程度で，細かな内容についてはそれぞれ異なるという。家族葬が増加するのは，経済状況がよく
ないせいではないかと業者はみている。また，大都市で資本力がなくてホールをもてない業者が，
家族葬という形式を前面に出して，小さな会場を用意して商売を始めたこともあるのではないかと
いう。松本近辺にも家族葬専門の業者が現れているし，大手業者も家族葬専門棟を増設してPRし
ている。
おわりに
　松本市を中心に最近の葬儀の変化と，変化への対応をみてきた。10年以上前に，葬儀の会場が
寺や公民館主体から葬儀社へと変わり始めた変化はあっという間に進み，今では葬儀社でやるのは
普通になった。そして今度は，葬儀の規模や内容が，ものすごいスピードで変わりつつある。葬儀
の変化の要因は，井上治代氏が戦後の墓祭祀の変化を，家的先祖祭祀から近親追憶的祭祀への移行
　　　　（19）と位置付けたのと同じように，イエが解体したことによる影響が大きいように思われる。高齢化と
人口減少が，家族の形をいやおうなく変形させ，イエを単位とした旧来の儀礼や義理の応酬をしよ
うにも現実的に不可能な状況となったのである。
　そうした家族の変容は，むろん一度に起こるわけではなく徐々に変化していくものなのだが，家
族の変容が急速すぎて儀礼の変化が伴わず，現実との間にギャップが生じたり，変化した儀礼に慣
れない人々が違和感を感じたりしているのが現在である。中でも，現実に対応できていないのが，
大部分の寺だと思われる。
　そもそも葬式はなぜおこなうのだろう。寺が全くかかわらない直葬という新しい形が現れてみる
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と，本当に必要なものかどうかが問われてしまう。藤井正雄氏によれば，仏教的に葬儀は，「新亡
者に授戒をほどこして仏者としたうえで，引導を与え，死出の旅路を迷うことなくたどれるように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）導くという二段構成で葬儀式が構成されている」という。つまり，故人がこの世から浄土へと，迷
うことなくたどりつけるように行う儀礼が仏教の行う葬儀なのである。そして，立派に故人をあの
世に送った者が，親族や地域社会に故人の継承者として承認されたのである。ところが，最近は
故人がゆくべきあの世が意識されなくなったため，以前のように故人に旅支度をさせることもなく
なった。また，故人の継承者として承認されるべき親族の数は激減し，地域社会はほとんど機能し
なくなった。それらのために，葬儀は故人の旅立ちを整えるという寺と故人を中心とした儀礼とい
うよりも，残された家族中心の別れの儀式と意識されることが多くなった。神宮寺でおこなわれた
葬儀について，檀家外で会葬した方が，「神宮寺の偲ぶ会の形式の葬式は心がこもっていていい。
できるなら自分もあんな葬式をしてもらいたい。」と話していることにも，それは表れている。
　また，故人はいずれ個性をなくして先祖になり子孫を見守るなどということはなく，残された近
しい者の思い出の中では，いつまでも生き続ける。そして，近しかった人々が亡くなるとともに故
人の記憶も消滅し，世代を超えて記憶が継承されるということはない。現在では，弔うとは故人と
同時代を生きた記憶を持つ者がすることで，系譜を遡ってすることではなくなりつつある。核家族
で親を弔うとは，そうしたことだろう。
　最後に気になるのは，今後どうやって寺が葬儀に関わるかという事である。イエの継続を前提と
した檀家という仕組みが崩壊するのは，そう遠いことではないだろう。ならば，寺は座して消滅を
待つのではなく，イエから離れて個人とのネットワークを広げるべきではないだろうか。
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Cllange　of　the　Meaning　of　Funeral　Services　ffom　a　Reli錘ous　Rite
故）aFarewe11：Case　Study　of　Matsllmoto　City　and　Its　Sllrrounding　Areas
FUKUzAwA　Shouji
　　　Recently　in　Japan，　a　new　word“final　activity”（Shu－katsu）has　appeared，　derived　from“job　hllnting
activity”（Shu－katsu）．This　is　a　coined　word　which　means“preparation　for　the　end　of　one’s　l迂e”and
represents　an　urgent　issue　facing　Japan　as　its　society　is　rapidly　aging．　The　focus　of丘nal　activi廿es
is　to　prepare　f皿eral　services　and　graves，　which　have　changed　drastically　in　recent　times．　This
article　spec近cally　ex㎜ines　these　changes　in　Matsumoto　Ci取㎝d　its　surrounding　areas　in　Nagano
Pre允cture　over　the　last　two　to　three　decades，　and　uses　the　case　study　to　analyze　the　responses　to　the
changes　from　three　parties　concerned：those　approaching　the　end　of　their　life，　temples，　and　fUneral
directors．
　　　In　Matsumoto　City，　funeral　services　were　held　at　temples，　community　centers，　or　homes　20　years
ago．　Then，　the　venue　was　sh迂ted　to　funeral　halls　managed　by　funeral　directors　for　the　next　decade，
and　now　the　style　is　rapidly　changing　to　a　family　funeral　and　a　cremation　service　without　a　funeral
ceremony　The　factors　behind　this　include　the　weakening　of　communities　that　used　to　organize　funeral
services，　the　nuclearization　of　the　f㎜ily，　the　aging　of　family　members，　and　economic　sluggishness．
In　brief，　the　funeral　style　has　been　forced　to　change　due　to　altering　situations．　These　transi60ns　have
received　dif允rent　responses　from　each　party　concerned．　For　example，　those　approaching　the　end　of
their　life　have　started　final　activities，　through　a　variety　of　means，　to　play　a　responsible　role　in　funerals，
which　used　to　be　arranged　by　fOllowing　the　local　customs　without　any　question　and　entrusted　to　the
local　temples　and　communities．　Moreover，　in　parallel　with　the　trend　of　simplification，　Iamily　fUnerals
and　cremation　services　without　fUneral　ceremonies　have　become　more　and　more　common．　Driven　by
this　trend　of　downs屹ing　of　funerals，　undertakers　that　expanded　their　businesses　by　increasing　the廿
own　f皿eral　halls　have　enhanced　their　efforts　to　secure　customers，　such　as　holding　seminars　on　how
to　prepare　for　the　end　of　life．　On　the　other　hand，　most　temples　have　remained　unchanged，　relying　on
the　temple　patron　system，　in　spite　of　the　trend　of　downsizing　and　simpl晦元ng　of　funerals．　Only　some
temples，　including　Jinguji　Temple　in　Matsumoto　City　covered　in　this　study，　are　increasing　users，
besides　their　patrons，　by　offering　dis6nc6ve　fUneral　services　with　less　cost　than　funeral　directors．　The
reason　why　funeral　services　of　Jinguji　Temple　have　become　so　popular　seems　in　part　because　of　the
reasonable　cost　and　the　personanty　of　the　chief　priest　but　mainly　because　the　temple　anticipated　the
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changing　meaning　of　funeral　services　and　emphasized　the　concept　of　farewell　to　the　deceased　instead
of　the仕religious　logic．
Key　words：nuclear　family，　aging　population，　family　funeral，　cremation　service　without　a　funeral
ceremon｝㌧social　obligation
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